
          2020 年 幾代会 7 月観察会 実施報告 

                                    報告者 中部喜和 

 観察場所  八王子市 片倉城跡公園 

 日  時  7 月 12 日（日）JR 片倉駅→片倉城跡公園→片倉駅 ９：１０～１１：５０ 

 参加者   越前 石川 宇津木 羽深 須崎 中部 （6 名）下見 中部、越前 
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まだ、出来たばかりのメタセコイアの実、外見の模様はとても面白い。秋の種がはじけた実を拾うことは

あるが、今どきの美しい実は素晴らしい。 

 その他、住吉神社付近のカヤノキ オオツクバネカシ（ツクバネガシとアカガシの交配による）アカガ

シは南方のもの。高尾山が植物の南と北を分けるということだから、これもなるほどといわせる内容で

ある。 公園入口のラクウショウ ヒトツバタゴ （入り口の真ん中にあるのだがいじめ過ぎたのだろ

か、勢いが今一つ） 

 公園は北側を東西に流れる川と西南から東北に流れて合流するところに丘陵が突き出る形である。 

丘陵部の先端であり、ところどころに湧水が見られる。この湧水を利用して池が作られ花菖蒲などが植

えられている。宇津木さんによれば北側の川は 50 年前、泳いで遊んだ場所だという。二の丸の南側は畑

が一面に広がっており、枝豆が収穫の時期を迎えていた。 

 

 今回観察された植物は ヤマユリ、クサギの花 オニグルミの実 シュロソウ オニドコロ、アキノ

タムラソウ オヤブジラミ ハンゲショウ ミゾソバ スイレン ヤブカンゾウ ガマ ホタルブクロ 

ドクダミ コウホネ チダケサシ マユミの実 ヒヨドリバナ イヌガヤ ネジバナ 

 

 今夏は難しいかじ取りである。梅雨に重ねて新型コロナがここ連日 200 人を超える患者が出たと大騒

  



ぎ。東京の姿である。どうやら、一定の地域に区切られてはいるがまき散らすのは発病前というから対応

に苦慮する。青梅や八王子など西の方はあまり出ないので、出かけることにする。天気の判断もうまく 

判断でき実施にこぎつけた。結局夕方まで雨はなかった。ネジバナが無くなるころになると梅雨明け 

とか。今回は昼までに終わらせることが雨に合わない計画だった。前日の予報で八王子と相模原を探っ

た。11 時までは持ちそうだ。さらにお日様がでそうの中身に変わりつつあった。昼のビールが癒しにな

った。 

 

 


